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こんにちは。第23代館長の清水史（法文学

部）です。この『図書館だより』は，第９代館長

の蒲池文雄先生（教育学部）のときに発行され

ました。第１号は1976年12月１日の発行です

から，爾来40年近くの月日が流れたことになり

ます。題字はその当時の芦田譲治学長，背景

画は当時の石井進教授（教育学部）のお手に

よるものです。

発行に際して，蒲池館長は次のように述べて

います。「『その大学がどんな大学であるか

は，図書館を見れば分かる｡』とよく言われま

す。図書館員としては，このことばを，『図書館

こそは大学の研究教育を底からささえる重大

な使命を負っているのだから，しっかりやれ

よ｡』という励ましのことばとして受けとめていま

す。この館報発行を機として，全学のみなさん

が図書館に対していっそう深い関心を持た

れ，その充実と発展のためにご協力とご指導

をたまわりますよう願ってやみません。」

国立大学の図書館をめぐる環境はその当時

と比べて大きく変化しています。そして，そうし

た状況下において，大学図書館に求められる

機能・役割もまた多様化してきています。たと

えば，「学習支援及び教育活動への直接の関

与」，「研究活動に即した支援と知の生産への

貢献」，「コレクション構築と適切なナビゲー

ション」， 「他機関・地域等との連携及び国際

対応」等々。 この時の流れに本学図書館も上

手に乗って行かなければなりません。なぜなら

ば，大学における図書館の組織・運営体制の

在り方が問われているからです。

文部科学省は，「大学の認証評価機関等が

大学図書館に関する評価を行う際，大学にお

ける図書館の役割・機能が変化してきているこ

とを勘案し，従来の蔵書数，職員数等大学を

構成する施設としての観点のみならず，学習

支援や教育研究に関する機能の観点から評

価する」と言っています。

大学全体の将来構想並びにそれに係るアク

ションプランの中で，重要な学術情報基盤とし

ての大学図書館の戦略的な位置付けを明確

化し，改めて学内外に向けてその存在意義を

アピールしなければなりません。先の蒲池館

長の言に恥じないためにも。

『図書館だより』100号発行に思う

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6

図書館長 清 水 史
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平成28年2月22日，モザンビークの国際交流

協定校ルリオ大学から，フランシスコ・ノア学長

とアドリアーノ・フェリックス渉外・広報機構長が

本学を訪問しました。

ルリオ大学と本学とは，平成21年に学術交流

協定を締結して以降，教員や学生の派遣・留学

等，国際交流を深めています。

また，25日には図書館医学部分館にも視察

に訪れ，髙田分館長からノア学長へ医学書を

贈呈しました。その際，除籍となった洋図書の

寄贈申し入れがあり，今後医学部分館で除籍

となった洋図書をお送りすることとしました。

今後も本学ではルリオ大学への支援を継続し

て行い，交流を進めることとしています。

今回の訪問の中でノア学長らは図書館にも

視察に訪れ，館内の見学や清水図書館長と

の面談を行いました。面談の中でノア学長は，

ルリオ大学はキャンパス施設の整備が整って

いないこともあり，「電子ブックと冊子体の図

書の割合」や「平日及び土日等の開館時間」，

「他大学との図書の貸借」等について質問さ

れました。

モザンビークの国際交流協定校ルリオ大学から
ノア学長らが図書館を訪問されました。

ノア学長らと面談

書庫内の視察

髙田医学部分館長からノア学長へ図書の贈呈
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フランシスコ・ノア学長からは，御著書を4冊寄贈していただきました。

中央図書館･書庫に配置されています。請求記号はいずれも 969.029/NOです。

A escrita infinita : ensaios sobre literatura moçambicana / Francisco Noa. - 2a ed. - 2013. 

A letra, a sombra, e a água : ensaios & dispersões / Francisco Noa. - 2008.

Perto do fragmento, a totalidade : olhares sobre a literatura e o mundo / Francisco Noa . - 2015. 

Império, mito e miopia : Moçambique como invenção literária / Francisco Noa . - 2015.



愛媛大学ミュージアム第2常設展示

「米山と蘇山Ⅱ」のご案内

平成28年4月6日（水）から8月1日（月）まで，愛媛大学ミュージアムにおいて「米山と蘇山Ⅱ」を開催し

ています。

愛媛大学では，平成22年度から米山展を企画してきました。平成27年度からは2年間の計画で愛媛

大学教育学部に勤務していた菊川國夫（きくがわときお）元教授および浅海蘇山（あさみそざん）元教

授のご家族・浅海万記子氏のご協力を得て，米山作品に加え浅海蘇山氏の代表的な作品も展示して

います。

米山の研究者として著名な故浅海蘇山氏は，愛媛大学在職中に『米山 人と書』を上梓し，愛媛大

学図書館収蔵の『米山日記』の購入にも尽力しました。今回の展示には，氏が残した米山日記の翻刻

をほぼ全て展示しています。

また，菊川國夫氏は愛媛大学在籍時に浅海氏に影響を受け，以後一貫して米山研究を継続してい

ます。菊川氏の収蔵品は，通常の漢字作品，仮名作品は言うまでもなく，神号名や扇面，日記など50

点にもなります。

さらに，今回菊川氏の尽力と収蔵者の方のご厚意により，名作「日輪」を展示することができました。

この機会に是非足をお運びいただき，素晴らしい作品の数々をご鑑賞ください。

～愛媛大学ミュージアムのご案内～

●開館時間 10：00～16：30
（入館は16：00まで）

●休館日 毎週火曜日
年末年始（12/28～1/4）
大学入試センター試験日
前期・後期日程入学試験日
メンテナンス休館（2/1～15）
その他臨時休館あり

●入館料 無料
●問合せ先
愛媛大学ミュージアム 089-927-8293
愛媛大学図書館 089-927-8835

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6
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図書館では，教員お勧めの授業の参考になる
図書を揃えています。

授業に直接関連した図書ですから，読むことで
効率的で中身のある学びができますし，レポート
の作成にも大いに役立ちます。

農学部分館1F

カウンター前，新着図書
コーナーです。

医学部分館２F

中央図書館２F

医学部では，シラバス図書も含
め，広く教員が推薦する図書を
総称し，教員推薦図書としてい
ます。

サービスカウンターを左に曲がってすぐ奥です。

授業に直接関係ある図書を凝縮！
-図書館で予習・復習をしよう。-

OPAC（蔵書検索システム）では，図書館の所蔵状況を確認できます。検索方法等，ご不明な点は
図書館職員にお尋ねください。

赤線枠内がシラバス図書配置場所です。

背表紙にシラバスシール （医分館では教員推薦シール ）
が貼られてます。

シラバスの参考書の書名から
OPACにリンク

請求記号
はメモして
くださいね。

オンラインシラバス

シラバス図書
コーナー紹介

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6
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「デジタル化資料送信サービス」は，国立国会図書館でデジタル化した図書や雑誌のうち，絶版などで現在手

に入らないもの(図書・古典籍・雑誌・博士論文の4種類で約130万点)について，国立国会図書館館の承認を受

けた全国各地の公共図書館や大学図書館などで見ることができるサービスです。

愛媛大学中央図書館は2016年3月に承認を受けました。

詳しい利用方法は→

図書館ホームページ「国立国会図書館「デジタル化資料送信サービス」の利用方法」をご覧ください。

URL：http://www.lib.ehime-u.ac.jp/LINK/riyohou.pdf

キーワードを入力し
右の「検索」をクリック

・愛媛大学の学生･院生･教職員の方のみ利用可能です。
※学生証･職員証の確認が必要ですのでお持ちください。
・中央図書館内の専用パソコンでのみ利用できます。
・利用できる時間は平日9：00-12：00，13：00-17：00です。
・サービスカウンター職員にお申し出の上，閲覧記録簿へ
記入してご利用ください。

・利用の前に担当職員によるログイン操作が必要です。
・デジタルデータの保存･画面撮影は禁止されています。
・複写(印刷)には別途申込が必要です。
※複写物は原則後日のお渡しになります。

結果一覧から
タイトルをクリック

デジタル化された
本文を見ること
ができます。

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6

国立国会図書館「デジタル化資料送信サービス」の利用を開始
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日経ＢＰ記事検索サービス
を使ってみませんか？(愛媛大学の学生・院生・教職員の方のみ利用可能です。）

1. 愛媛大学図書館ホームページ
(http://www.lib.ehime-u.ac.jp)

2.『論文・記事を探す』-「よく使われるデータベース」
3.「日経BP記事検索サービス」

1.何か記事を検索
2.ログイン画面「学認アカウントで利用する」
3.所属機関の選択「愛媛大学」を選んで「選択」
4.愛媛大学アカウント(*1))でログイン
*1･･･学生の場合は修学支援システムのIDとパスワード,

教職員の場合は全学メールのIDとパスワード

学内LAN(eu-net含む)
からアクセス

ログイン不要

学外
からアクセス

要ログイン

☆業界・企業の最新動向を掲載！
業界・企業の分析材料に！

☆地域の企業情報を紹介！
Uターン・Iターンを考えている方も必見！

☆最近注目されている話題の特集あり。
『話題を追う』コーナーで話題を先取り！

☆論文・レポートのテーマや資料が悩み･･･
まずは，気になる記事を探すことから！
幅広い記事から,きっかけを見つけよう！

☆パソコンのスキルに自信が無い･･･
『パソコンスキルアップ講座』では,Wordや
Excelを使った文書作成術から,プレゼン
資料作成までサポート！

アクセス方法(パソコン・スマホ両方ＯＫ!)

就活情報を収集する

なら，
・日経ビジネス
・日経エコロジー
・日経ものづくり
・日経サイエンス
・日経デザイン
・日経WOMAN
・日経エンタテイメント

･･････

などなど，日経BP社が
発行している雑誌記事を，
最新号からバックナンバー
まで，豊富なライブラリで
閲覧できますぞ！

論文・レポートを書く
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入館ゲートの場所と装置が変わりました 。

入館システム導入について
セキュリティ向上のため，中央図書館は4月から入館システムを導入しました。

これにともない重要な変更が3点あります。

新しい入館ゲートは階段から上がって右前方にあります。

その１

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6
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エレベータの利用が，原則できなくなりました。

入館ゲートを通過時に，学生証，職員証，図書館利用証(学外の方)が必要になります。

入館ゲートのアップです。

その３

その２

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6

車いすの方にも対応しています。

入館システムの導入により、，利用

資格を持たない不審者の入館を制

限し，図書館利用者の安全を確保

すること，及び来館者の利用状況を

より詳細に把握して，開館時間延

長・変更の検討材料とするなど，利

用者サービスの向上に役立てること

が可能となりました。

学生証，職員証などをかざ

す場所は2カ所ありますので，

ご注意下さい。

※青太線内参照

お持ちでない方や忘れた方

はゲート左横の臨時入館口

から入り，カウンターにて手続

きをしていただきます。

階段の上り下りが困難な方は，1階から2階へのエレベータ利用は可能になっておりますので，2階

カウンターにお申し出ください。フロア間の移動に支障がないよう，職員が対応いたします。

また，エレベーターの使用についてお困りの際には，各階にインターフォンを備え付けております

のでご利用下さい。
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医学部分館長が交替しました

平成26年2月1日から，図書館のためにご尽力いただきました分館長髙田泰次（たかだやすつぐ）

教授（大学院医学系研究科医学専攻分子・機能肝胆膵・乳腺外科学 ）の

任期満了に伴い，平成28年4月1日付けで上野修一(うえのしゅういち)教授

（大学院医学系研究科医学専攻分子・機能精神神経科学）

が新しく分館長に就任されました。

任期は平成30年3月31日までとなっております。
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台湾国立高雄第一科技大学から図書･雑誌の寄贈

愛媛大学と国立高雄第一科技大学は平成23年に学術交流協定を結んでおり，平成26年には，図書館間の
交流に関する覚書も締結しています。

今回，国立高雄第一科技大学より図書16冊と雑誌2誌（45冊）を寄贈していただきました。
図書は台湾の自然に関するものや，伝統音楽などに関するものなど様々です。
貸出可能ですので，どうぞご利用下さい。

中央図書館2階での展示の様子
(展示終了後の配置場所は書庫)

台湾国立高雄第一科技大学の紹介

・どこにあるの？
台湾南部にある台湾第2の都市･高雄市にあります。

・学生の人数は？
約 7,000人です。 (愛媛大学は約8,400人)

・どんな大学なの？
理系・科学技術系の国立大学です。

・どんな学部があるの？
５つの学院(学部)があります。
工学院 （工学部）
電機資訊学院（電機情報学部）
管理学院 （管理学部）←マネージメント系
財務金融学院 （財務金融学部）
外語学院 （外国語学部）
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愛媛大学附属高等学校生徒は，高大連携プログラムにより，愛媛大学の教員の元で「課題研究」を行い

ます。そのため，大学の図書館を使う機会が多くなってくるのですが，実際に使う前に図書館の使い方を

知っておいてもらうために，中央図書館と農学部分館の職員各1名が講師として，大学図書館の利用ガイ

ダンスを行いました。

まず，ネット社会である現在において，情報を得る手段としての「図書」と「インターネット」について，長

所と短所を考えてもらいました。その上で，複数の情報源から情報を収集する事の大切さと，

情報収集の方法を知る事の必要性を説明しました。また，情報源の一つである

図書館の本を探す上で必要なOPAC(オンライン蔵書目録)の操作の説明をしました。

ガイダンス後のアンケートでは，「愛媛大学の図書館に行ってみたくなりました。」

「OPACを有効活用していきたいと思います。」などの声が上がっていました。

実施場所 愛媛大学附属高等学校 多目的学習室

実施日時 平成28年1月20日(水) 13：30～15：00

対 象 愛媛大学附属高等学校 1年生全員

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6

対 象｜ 医学部の学生 及び 教職員等

開催期間｜ 年中（土日祝を除く）

所要時間｜ 20分～1時間（要求程度により時間変更あり）

開催場所｜ 図書館医学部分館

予約方法｜ 図書館HP右下「講習会」の申込フォーム または内線5482（医）へお申し込みください。

問合せ先｜ 図書館医学部分館 内線5482, medlib@lib.ehime-u.ac.jp

【短時間でも】 【一人でも】「自分のテーマに沿った

文献を探すには？」 「医中誌Webってどう使うの？」

「どうすれば読みたい論文が簡単に入手できる？」

など，日頃のお悩みの解消をサポートします。講習会 申込受付中

日本語の医学系
学術論文の探し方で悩ん
だ時には是非とも！
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11月17日 全国遺跡報告総覧 実務者連絡・調整会議（大阪大学）

19日 レファレンスサービス研修（国立国会図書館東京本館） ～20日

25日 平成27年度中国・四国地区国立大学法人等係長研修 （高知大学） ～27日

27日 平成27年度中国四国地区国立大学図書系・学術情報系人事担当課長会議(岡山大学)
平成27年度中国四国地区国立大学図書館所管部課長会議(岡山大学)

30日 平成27年度第2回農学部分館運営委員会

12月 3日 レファレンスサービス研修（国立国会図書館関西館) ～4日

4日 職場体験受入（雄新中学2年生3名）

9日 平成27年度第2回医学部図書情報委員会

11日 平成27年度国立大学図書館協会中国四国地区協会実務者会議（島根大学）

16日 平成27年度第3回図書館委員会

1月20日 図書館ガイダンス（附属高等学校1年生対象･附属高等学校）

26日 千葉大学附属図書館（3名）来館

2月22日 モザンビーク・ルリオ大学長一行 図書館視察

3月2日 国立大学図書館協会中国四国地区協会助成事業ワークショップ（広島大学）

3日 平成27年度国立大学図書館協会中国四国地区協会事業委員会総会（広島大学）

15日 平成27年度第4回図書館委員会

23日 平成27年度第3回医学部図書情報委員会

4月4日 中央館入館システム稼働

6日 愛媛大学ミュージアム第2常設展示「米山と蘇山Ⅱ」展 ～8月1日

21日 第64回中国四国地区大学図書館協会協議会総会 （ピュアリティまきび）

22日 第43回国立大学図書館協会中国四国地区協会総会（ピュアリティまきび）

28日 高雄第一科技大学寄贈図書(61冊）到着

5月１0日 平成28年度第1回図書館委員会

24日 CINAHL講習会（医学部）

6月１日 館長とLS(SCV・図書館サポーター)の座談会

7日 平成28年度第1回農学部分館運営委員会

図書館日誌

愛媛大学図書館「図書館だより」第100号 2016年6月15日発行
編集：館報編集委員会
発行：愛媛大学図書館 〒790－8577 松山市文京町3番 TEL (089)927－8845

愛媛大学図書館報「図書館だより」 第100号 2016.6


	図書館だより第100号

	巻頭言『図書館だより』100号発行に思う

	モザンビークのルリオ大学長一行が図書館訪問

	愛媛大学ミュージアム第2常設展示「米山と蘇山Ⅱ」のご案内

	シラバス図書コーナーのご紹介

	国立国会図書館｢デジタル化資料送信サービス｣利用開始

	日経BP記事検索サービスを使ってみませんか？

	図書館からのお知らせ
【中央図書館】
	図書館からのお知らせ
【医学部分館 】 
	図書館からのお知らせ
【農学部分館 】
	図書館日誌

